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（５）これまでの市民参加の取組 
本公園整備に向けては、地域の意見・要望の把握や、課題解決に向けた公園のあり方等に関する

様々な検討を行ってきました。 

 

①アンケート調査 

鷹の台公園整備に向けて、市民の公園に対する意識や新たな公園に向けた意見などを伺い、

基礎資料とすることを目的に調査を行いました。 

実施時期 令和 2 年 12 月 7 日（月）～令和 3 年 1 月 5 日（火） 

対象 
たかの台全域及び上水新町 2・3 丁目、小川町 1 丁目、上水本町 1 丁目、

津田町 1 丁目の一部地域  

方法 ポスティング（配布）、郵送（回収） 

配布数 1,747 件 

回収数 556 件 

回収率 31.8％ 

 

②地域ヒアリング【鷹の台公園のあり方調査検討ほか】 

地域や市民団体など様々な方から鷹の台公園をはじめとする市立公園のあり方等についてヒ

アリングを行いました。 

実施時期 令和 3 年 10 月～随時 

対象 
地域住民、自治会、管理組合、商店、学校関係者、障がい者支援団体、保

育施設、まちづくり関係団体、公園アダプト団体、スポーツ団体 など 

方法 訪問または市内公共施設にて対面ヒアリング 

主な内容 

①市立公園及び鷹の台公園の役割 

②市立公園及び鷹の台公園をめぐる課題 

③自分自身が考える課題の解決策 

④自分自身が思う理想の公園や鷹の台公園などの理想の公園運営 など 

実施回数 
令和 3～4 年度  44 回（約 70 名） 

令和 5 年度    22 回（約 38 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 2-9 地域ヒアリング 写真 2-10 地域ヒアリング 
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③都市公園セミナー【鷹の台公園のあり方調査検討】 

公園の活用・活性化や、これからの都市公園のあり方について考えるため、先行事例等を踏ま

えた公民連携等に関する市民セミナーを実施しました。 

実施時期 令和 4 年 3 月 13 日（日）午後 1 時から午後 4 時まで 

実施場所 （1）津田公民館ホール （2）テレビ会議システム（zoom） 

講師・内容 

町田 誠 氏（国土交通省 PPP サポータ－） 

 「都市公園における公民連携の先進事例について」 

高井 譲 氏（公民連携推進アドバイザー） 

 「新たな時代の公園づくり～地域連携・市民協働推進型公民連携～」 

参加者数 （1）32 名 （2）31 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④鷹の台公園マルシェ (社会実験イベント)【鷹の台公園のあり方調査検討】 

公園の整備・運営方法等の検討の参考とするため、公園予定地を使用した社会実験として、

マルシェイベントを実施しました。 

実施時期 令和 4 年 6 月 4 日（土）午前 10 時 30 分から午後 3 時まで 

実施場所 鷹の台公園予定地 

内容 

①マルシェ（手作り雑貨・お菓子の販売や、ハンドメイドのワークショップ、キ

ッチンカーの出店等） 

②「公園で何がしたい？」投票及び公園整備に関するヒアリング 

来場者数 約 5,800 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 2-11 都市公園セミナー 写真 2-12 都市公園セミナー 

写真 2-13 鷹の台公園マルシェ 写真 2-14 鷹の台公園マルシェ（「公園で何がしたい？」投票） 
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⑤鷹の台公園いどばたかいぎ（市民ワークショップ）【鷹の台公園のあり方調査検討】 

鷹の台公園整備に向けた検討の一環として、市民の皆様と公園のあり方などを話し合う場とし

て、世代ごとに実施しました。 

（ⅰ）多世代向け 
実施時期 令和 4 年 7 月 3 日（日）午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分まで 

実施場所 津田公民館ホール 

内容 

①地域の方からの公園に関する事例紹介 

②個人ワーク・意見交換（「自分が住む地域をどうしたい？」） 

③グループワーク（テーマ別「鷹の台公園で自分自身がやりたいこと」） 

④グループ発表 

参加者数 28 人 

（ⅱ）小学生向け（市⾧参加） 
実施時期 令和 4 年 7 月 4 日（月）午後 1 時 40 分から午後 3 時まで 

実施場所 小平第一小学校 

内容 

①公園に関する質問 

②グループワーク（「理想の公園を考えよう」） 

③グループ発表 

参加者数 約 70 人（小平第一小学校 6 年生） 

（ⅲ）学生向け 
実施時期 令和 4 年 7 月 24 日（日）午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分まで 

実施場所 小川公民館ホール 

内容 

①事例紹介 

②意見交換（「鷹の台公園にあったら良いもの」「大学の近くにあったら魅力

的な公園・自慢できる公園とは？」） 

③グループワーク（アイディア具体化会議） 

④グループ発表 

参加者数 13 人 

（ⅳ）子育て世代向け 
実施時期 令和 4 年 8 月 19 日（金）午後 2 時から午後 3 時まで 

実施場所 中央公園樹林帯 

内容 

①これまでの「鷹の台公園いどばたかいぎ」の紹介 

②意見交換（「どんな場所を自分たちで作りたい？」「その場所を作るために

はなにをしたらいい？」など） 

③質疑応答 

参加者数 約 20 人 
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⑥鷹の台公園おえかきかいぎ（市民ワークショップ）【鷹の台公園整備基本計画策定】 

鷹の台公園整備基本計画検討の参考とするためワークショップを実施しました。 

実施時期 令和 5 年 7 月 9 日（日）午前 10 時から 12 時まで 

実施場所 津田公民館ホール 

内容 

①これまでの取組等の紹介 

②地域活動の紹介 

③グループワーク（「公園でやりたいこと」「鷹の台公園で何をする？」「それ

によって地域や関わる人がどう変わる？」） 

④グループ発表 

参加者数 28 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-15 鷹の台公園いどばたかいぎ（多世代向け） 写真 2-16 鷹の台公園いどばたかいぎ（小学生向け） 

写真 2-17 鷹の台公園いどばたかいぎ（学生向け） 写真 2-18 鷹の台公園いどばたかいぎ（子育て世代向け） 

写真 2-19 鷹の台公園おえかきかいぎ 写真 2-20 鷹の台公園おえかきかいぎ 
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⑦鷹の台公園わいがやかいぎ（市民ワークショップ）【鷹の台公園整備基本計画策定】 

「鷹の台公園おえかきかいぎ」に引き続き、鷹の台公園整備基本計画検討の参考とするためワ

ークショップを実施しました。 

実施時期 令和 5 年 9 月 3 日（日）午後 2 時から午後 4 時 30 分まで 

実施場所 福祉会館第一集会室 

内容 

①公園イメージ案（3 案）の説明  

②公園を活用した地域活動の紹介 

③グループワーク（イメージ案をたたき台に、「やりたいこと・できること」「実現

したいことをするための改善点」） 

④グループ発表 

参加者数 22 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧パネル展示・仮囲いペインティングイベント（いきいき協働事業内） 

令和５年度小平市いきいき協働事業として採択された NPO 法人こだいら自由遊びの会が主催

する「プレーパークで遊ぼう」の会場内で、鷹の台公園整備事業の周知・啓発及び機運醸成を図

ることを目的に、パネル展示や、公園予定地の仮囲いの一部にペインディングを行いました。 

実施時期 

令和 5 年 10 月 14 日（土）午前 10 時から午後 4 時 

令和 5 年 10 月 15 日（日）午後 1 時から午後 4 時 

※15 日は雨天により午後から開始 

実施場所 鷹の台公園予定地 

内容 

①プレーパーク（ＮＰＯ法人こだいら自由遊びの会主催） 

②パネル展示（これまでの取組、 公園イメージ案の紹介）及び意見聴取 

③鷹の台公園予定地仮囲いの一部へのペインティング 

参加者数 約 400 人（2 日間） 

 

 

 

 

写真 2-21 鷹の台公園わいがやかいぎ 写真 2-22 鷹の台公園わいがやかいぎ 
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図 2-11 これまでの主な市民参加の取組 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

写真 2-23 プレーパーク（いきいき協働事業） 写真 2-24 パネル展示及び意見聴取 

写真 2-25 仮囲いペインディング 写真 2-26 イベント後の仮囲い 
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（６）踏まえるべき視点 
これまでの取組や計画の前提を踏まえ、本公園の整備にあたっての視点を以下のとおりに整理しま

す。 

 

“公園活用”の視点 

計画地は、駅から徒歩 3 分の位置に立地し、たかの台本通りの商店街に面しています。周辺

には住宅地が広がるとともに、大学、高校等の複数の教育施設があるため、公園計画地の前面

道路には、日常的に多くの人、多様な世代・属性の人の往来があります。周辺では既に様々な市

民の活動が展開されており、自らの活動の拠点を求める声があることに加え、公園が今日的な地

域課題を解決する糸口となることを期待する意見も見受けられます。本公園の整備を契機として、

多様な利用者の利活用・参画・連携を通じて、地域の活性化に寄与する公園づくりが求められま

す。 

また、計画地の立地状況やこれまでの取組から、本公園には、多様な年代の子どもとその親世

代の利用が想定されます。子どもの遊び方も多様化する現代において、公園にはプレーパーク

のように自由に遊べる場、充実した遊具を求める等、多様な意見があることや、親世代が子どもを

見守りながら交流できる滞在場所についての要望も多く見受けられました。 

このような背景を踏まえると、本公園には、利用者がそれぞれの志向や考えに基づき選択でき

る多様な遊びと滞在のための環境づくりをハード・ソフトの両面から実現する視点が必要です。 

 

“公園のストック効果” の視点 

計画地は、東西に連なるみどりの骨格軸である玉川上水から至近の位置に立地するとともに、

東側には中央公園や津田塾大学キャンパス等の大規模な緑地が存在しています。このことは、

計画地が地域における主要な水と緑のネットワーク上に位置していることを意味し、これら既存の

緑地との連続性を意識した公園づくりが必要な土地です。 

また近年、自然環境が有する機能による社会課題解決の手法である“グリーンインフラ＊1”の考

え方に基づき、公共空間における雨水の貯留・浸透、気温上昇の抑制、良好な景観形成、防災

性の向上等、様々な取組が普及しています。 

このような立地特性や背景を踏まえると、本公園には、生物多様性＊2 の向上や環境負荷の軽

減、地域の景観形成等に寄与する自然的環境の創出、災害時においても一定の防災性能を発

揮できる公園整備の視点が必要です。 

 

“公民連携による整備・管理運営” の視点 

小平市では 320 以上の市立公園の維持管理を行っています。公園施設の老朽化、樹木の高

木・老木化等、公園利用者の安全性を確保するための各種措置に加え、多様化・複雑化する利

用者ニーズへの対応等、公園の管理運営で担うべき役割は多岐にわたり、全てを市だけで実施

することには限界があります。そのため、今後は、公民連携により、効率的・効果的な公園の整

備・管理運営を推進することが求められます。 

さらに、新たな公園整備にあたっては、地域との連携による公園の活用・活性化を進め、地域
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のまちづくりを見据えた、戦略的な公民連携手法の活用や創意工夫を図り、民間のノウハウの発

揮による、地域経済の活性化や地域の多様なニーズへの対応等を進める必要があります。 

公園の管理運営に係る現行の制度としては、「指定管理者制度＊3」、「設置管理許可制度＊4」

等があり、全国的にも多くの公園で導入されています。また、平成 29 年度の都市公園法改正に

より、「公募設置管理制度（Park-PFI）＊5」が設けられ、近年、多くの都市公園での導入が実施さ

れています。 

このような背景を踏まえ、本公園では、当該地域の特性やニーズに合致した公民連携による整

備・管理運営手法の導入の視点が必要です。 

 

＊1 グリーンインフラ /社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能を活用

し、持続可能で魅力ある国土・土地・地域づくりを進める取組。 

＊2 生物多様性 /全ての生物の間にある、豊かな個性とそのつながりのこと。生物多様性条約では「生態系の多様性」

「種の多様性」「遺伝子の多様性」の 3 つのレベルでの多様性があるとしている。 

＊3 指定管理者制度 /平成 15 年に、公の施設の管理に民間の活力を活用して、住民サービスの向上や行政コストの削

減を図ることを目的として創設された制度。小平市においても、平成 16 年に子ども家庭支援センターへ制度導入を皮切り

に、順次、指定管理者制度を導入してきた。 

＊4 設置管理許可制度 / 地方公共団体等の公園管理者が自ら設置・管理することが「不適当又は困難」な、あるいは公

園管理者以外の者が公園施設を設置・管理することが「当該都市公園の機能増進に資すると認められる」施設について、

公園管理者以外の者が許可を受けて、公園施設の設置・管理を行う制度であり、都市公園法に規定されている。 

＊5 公募設置管理制度（Park-PFI） / 飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、

当該施設から生じる利益を活用して、その周辺の園路や広場等の一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・

改修等を一体的に行う者を、公募により選定する制度。 

 

図 2-12 公募設置管理制度（Park-PFI）の概要 

（国土交通省ホームページより転載） 
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第３章 整備の目標と基本方針 

（１）整備に向けた考え方 
公園は、屋外の公共空間であり、多面的な機能を有する空間で、多様な使い方ができる都市施設

としての性格を有しています。社会が成熟化し、市民の価値観が多様化する中、公園が有する効果を、

まちのため、市民のために活用することを見据えた公園整備を行うことが重要です。コロナ禍を経て、

このような認識がさらに深まる中、新たな時代における公園は、公園としてのポテンシャルを最大限に

発揮させ、地域や民間事業者等との連携により、多様なニーズに応えながら活用することが必要です。

これにより、地域の価値を高め続けることができる公共施設であると考えます。 

市は、このような考えのもと、ヒアリングやワークショップ等の徹底した意向把握により、利用者目線

による検討を進めます。 

 

 

（２）整備の目標 

鷹の台公園を核に 

地域のつながりを活かし、まちの価値を高める 
 

これまでの取組から、以下のような本公園が立地する地域の特性を活かしながら、目標の実現を図

ります。 

 

〇 鷹の台公園の周辺地域は、特色ある大学等の教育機関があるまちです。日頃から多様な関

心ごとを持った地域住民や学生などが集まり、連携しながら、自発的に創造的な活動を展開

しています。 

〇 鷹の台公園の周辺地域は、玉川上水をはじめとした雑木林や昔から続く農地などの恵まれ

た水とみどりがあります。それらは地域の方々の誇りになっていることから、日常の生活利便

性を求めつつも、人にも自然環境にも優しいまちづくりを意識しています。 

〇 地域の方々は、日常生活をどのように楽しむかを考えており、“どのような公園にしたいか”と

いう視点に加えて、“自分達が公園で何をしたいか”という点に一層の関心があります。 

〇 地域の方々は、公園の質の向上とは、“地域の課題解決に資する公園にすること”であると

考えています。子ども・高齢者・子育て世代などの「居場所」としての機能、学生の活躍の場

としての役割、安全・安心への配慮等を求めています。 

〇 地域の方々は、個人やコミュニティ、学生のアイディアを形にしながら、マルシェなどのイベ

ントにより、地域に見合った個性あるにぎわいをつくり出しています。 
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（３）整備の基本方針 
目標を実現するため、本公園の整備に係る基本方針を以下のとおりに定めます。 

 

～ にぎわいや滞留を生み出す空間づくり ～ 

本公園は、まちの核として、多様で多くの来園者が利用できる公園を目指します。平常時だけで

なく、イベント利用時も視野に入れ、地域ににぎわいをもたらし、来園者が快適に滞留できる場所を

様々な形でつくります。公園という空間の中に常に人が利用する風景をつくることで、地域ににぎわ

いの波及効果を生み出します。 

 

～ 誰もが遊べる障壁のない遊び場づくり ～ 

本公園は、子どもたちにとって楽しい場であるとともに、子育て世代を中心としたあらゆる人にとっ

て居心地のよい公園を目指します。乳幼児から小学生以上の子ども、障がいのある子ども等、様々

な子どもの来園を視野に入れ、多様な遊びを提供し、遊びの選択肢があるインクルーシブな公園づ

くりを行います。また、遊び場そのものが交流の場や偶然の出会いを生む場となり、子育てに貢献す

るだけでなく、誰にとっても居場所となりうる施設づくりを図ります。 

 

～ 豊かで美しい自然のある環境づくり ～ 

本公園は、中央公園や玉川上水をはじめとした複数の公園緑地とのつながりや、農地の広がる周

辺景観と調和した豊かで美しい公園を目指します。中高木から低木、地被類まで複層的で在来種

主体の植栽を導入し、まとまり・連続性・変化のある植栽空間とすることで生物多様性の向上を図ると

ともに、公園内だけでなく、まちの景観形成を意識した環境づくりを図ります。 

 

～ 災害時等にも機能する安全・安心の基盤づくり ～ 

本公園は、大地震等における災害時は一時的な避難場所へ、豪雨時には雨水貯留浸透機能を

有する空間へスイッチする柔軟性のある公園を目指します。永続性の高い公共空間として、火災の

延焼防止等の機能だけでなく、災害やパンデミックの際には都市のレジリエンス（回復力・復元力）を

高める基盤づくりを図ります。 

 

～ 地域とともに育てる公園づくり ～ 

本公園は、地域の個性が活かされた活動の拠点として、また多様なニーズや時代の変化に対応

する機動的なまちづくりの核となることを目指します。公園内には、多目的に利用可能な広場やスペ

ースを導入し、市民などによる主体的なイベントや活動の企画・実践を促します。誰もが参加可能で、

地域が育む公園づくりができるよう、整備とともに管理運営面での仕組みづくりを図ります。 
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第４章 基本計画  

（１）ゾーン・動線計画 
前章で定めた整備の基本方針を踏まえ、公園区域のゾーン及び動線を以下のような考え方で設定

します。 

 

①ゾーンプランニング 

ゾーンは、計画地の立地特性や周辺の土地利用を考慮し、以下の 4 つのゾーンを設定します。 

 

にぎわい＆まちなみ形成ゾーン 

・ 公園区域の南側に面した、たかの台本通りから西側に面した水車通りにかけた道路沿いは、

「にぎわい＆まちなみ形成ゾーン」とします。 

・ マーケット（販売）、イベント、人の滞留などにより、にぎわいを創出するゾーンとします。南側の

たかの台本通り沿いは、商店街と一体となった活気を醸成します。 

・ 人が往来する道路に接するゾーンとなるため、たかの台本通りは無電柱化事業との連携によ

り、水車通りは玉川上水緑道から見通せる位置関係を活かし、景観に配慮した豊かなまちな

みの形成を図ります。 

 

憩い＆レクリエーションゾーン 

・ 公園区域の中央部は、「憩い＆レクリエーションゾーン」とします。 

・ まとまった広場空間を中心に、遊具、休憩施設等の多様な機能により、安全・安心で快適に、

憩い、交流し、楽しむことができる空間とします。 

・ 日常は多目的に利活用し、非常時は誰でも立ち入ることができる柔軟性のあるオープンスペ

ースとします。 

 

緩衝ゾーン 

・ 公園区域の北側から東側にかけて、住宅地と隣接する一帯は、「緩衝ゾーン」とします。 

・ 低木・中高木による緑豊かな植栽地とフェンス等の設置により、公園全体の景観形成に寄与

するとともに、住宅地への配慮や人の行き来を防止する物理的な緩衝機能を形成します。 

 

管理ゾーン 

・ 近隣への影響が少なく、車両アクセスが最も良好な北西部分は、「管理ゾーン」とします。 

・ 公園管理事務所やバックヤード等を設置することで、公園の管理運営に関する機能の集約を

図ります。  
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②動線計画 

動線計画は、利便性や安全性を考慮すること、「小平市福祉のまちづくり条例」に対応した計

画とすることを基本として、ゾーンプランニングを踏まえて設定します。 

また、本公園へのアクセスは、基本的に、徒歩、自転車、公共交通機関によるものを想定しま

す。 

 

来園者主動線 

・ 公園内の歩行者動線は、園内全域を回遊するように設定し、幅員 3m 以上を確保します。 

・ 道路に面した公園内には、地域の安全性にも配慮するため、道路に並行する形で歩行者空

間を設けます。 

・ 来園者主動線は、車椅子利用者を含め誰もが利用しやすいバリアフリー動線とします。 

・ 駐輪スペースは、商店街に面しない公園の西側に設置します。 

 

管理動線 

・ 管理者のための車両動線は、公園区域の北西部に設けます。 

・ 車両アクセスの効率化を図るため、車椅子専用駐車場へのアクセスも管理者のための車両動

線と兼用します。 

図 4-1 ゾーン・動線計画図 （国土地理院の地理院地図を使用して作成） 
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（２）施設配置計画 

ゾーン・動線計画をもとに、下表に定める施設を導入し配置計画を定めます。 

 

表 4-1 ゾーンと主な導入施設 

ゾーン 施設名 主な導入施設 

 

マーケットエリア 
・仮設店舗用スペース 
・ベンチ 
・並木（緑陰） 等 

緑陰テラス・遊育広場 

・ウッドデッキ、階段状ベンチ 
・幼児用遊具スペース 
・景観木（緑陰） 
・手洗い 等 

イベント広場 
・舗装面 
・景観木（緑陰） 等 

はらっぱ広場 
・広がりのある原っぱ 
・ベンチ（ステージ） 等 

多目的広場 

・遊具 
- インクルーシブ遊具 
- 幼児用遊具スペース 

・オープンスペース 
・屋根付きスペース 
・手洗い 等 

季節の植栽散策エリア 
・散策園路 
・ベンチ 
・花木草花植栽 等 

緩衝植栽 ・緩衝帯となる中高木 等 

パークセンター 

・建築物 
  - トイレ 

- 管理事務所 
- 収益施設（飲食店） 

・防災倉庫 
・バックヤード 
・車椅子専用駐車場 等 

 

  

にぎわい＆まちなみ 
形成ゾーン 

憩い＆レクリエーション 
ゾーン 

緩衝ゾーン 

管理ゾーン 
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